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新型コロナワクチン接種予約を
極力ネット経由で

本格実施の際は
「コールセンター」が
機能不全になる可能性あり



そのため、直近のデジタル活用支援では、
優先的に「ワクチン集団接種予約」の指導を

・不定期に、不定量のワクチンが到来するので自治体では
短期間で「予約」を確定する必要がある。

・したがって予約申込も短期間で受けざるを得ず
「オンライン」または「電話」で受けざるを得ない（紙での申込は困難）

・接種が本格化すると電話申込みが集中し「コールセンター」が
機能しなくなる可能性があり、
極力オンラインで申し込んでもらうのが望ましい。申込者も同様。

・デジタル初心者へ「デジタル化」の「利便性」を
知ってもらうまたとないチャンスでもある。



デジタル活用支援制度内でやれることは

・三密を避けるため「対面指導は困難」
（対面指導が可能になるまで待てない）

・非対面で行うには「事前準備」が大切
デジタル活動支援により
より多くの希望者がオンラインの
申込手続きができるよう支援することを
考えたい。



支援内容

自治体（☆）と連携して

・準備中の「アプリ」「説明」を事前にチェックして
操作手順、用語等で初心者に分かりずらいところを
修正してもらう。

・申込者の方で事前にできることを準備してもらう。
例えば「LINE」経由で申込予定であれば
QRコード経由で市役所に「LINEのお友達登録」を
しておいてもらう。

☆自治体によって実施方法が異なるため。



例１・事前に、市役所へLINEの
お友達申請をしておく。



藤沢市のLINEの公式ページから連絡が届く



ご参考



連絡の取れる電話番号を

①

②
③

④

⑤

どれか一つをタップ

どれか一つをタップ

例２．LINEからの申込方法の手順書を
「接種券」発送時に同封する



ご参考



ご参考

オンライン申込は

誰が、誰の端末から手続きしても可。
・郷里の親のために息子が自分のスマホで代行しても、
支援員が支援員の端末で代行しても可。

・変更手続き等を別の端末で行うことも可。
・LINEからの申込では「LINE」での「名前」と異なっていても可。

集団接種以外の「かかりつけ医」等へ依頼する場合は
本件とは別途、直接、該当する医師のサイト等から申込む。


